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タンパク質濃度は，それぞれ 7.3%，3.7%，1.3%程度である (Hinde and Milligan 
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も，コドモは飢えることがないようになっている (Hinde and Milligan 2011)．ズキ
ンアザラシでは，寒冷な海でコドモが生きられるよう，生後 4日間ほぼ絶え間なく濃
い乳 (ラクトース 1%，脂肪 61%，タンパク質 5%) を分泌し続け，トータルで 7 kg
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乳に含まれる多糖類であるオリゴ糖 (ヒトの場合は 5-23 g/L 程度の濃度: 




によって獲得されてきた特徴である (Zivkovic et al. 2011)． 
「おっぱい」には生涯にわたる長期的なメリットもある．授乳された経験をもつ人
では，小児期だけでなく成人期においても，感染症の罹患率，肥満リスク，II 型糖尿
病の発症リスクなどが低下する (Robinson and Fall 2012)．母親においても，授乳



























させることなしに，出生率を増加させることに成功した (Kramer and Ellison 2010)． 
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去の人口動態を復元する歴史人口学 (速水 2012) の分野で，近代以前のヨーロッパ
のそうした事例が数多く報告されている (Thorvaldsen 2008)．たとえば，19世紀フ
ィンランドの 3つの教区を対象とした研究においては，母乳育児をする習慣がなかっ
た 2 つの教区では，母乳育児の習慣が残っていた教区に比べて，乳幼児死亡率が 2-
3 倍にのぼり，生後 1-6 ヶ月の死亡率は 18%と 29%にも達したという結果が報告さ
れている (Lithell 1981)．19 世紀の終わりから 20世紀の始まり頃のドイツ諸地域の
授乳率と乳幼児死亡率の関係を調べた研究では，まったく授乳されない子の割合が
46%で，6ヶ月以上授乳された子の割合は 19%だった地域で，1歳までの乳幼児死亡
率は 29%にも達した一方，まったく授乳されない子の割合が 19%で，6 ヶ月以上授
乳された子の割合は 43%だった地域では，1 歳までの乳幼児死亡率は 18%にとどま
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症などが原因で，生後 1ヶ月の死亡率が 3倍，生後 1 年間の死亡率が 2-3 倍に達し





不買運動も起こった (パーマー 2015)． 
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D はその例外であり，母乳育児の子供で欠乏することがある (WHO 2009)．ビタミ


























ヒトや，中南米に生息する新世界ザルの一部 (たとえば，Tecot et al. 2013; Sargeant 
et al. 2015) に限られるようである． 
ヒト狩猟採集民でのもらい乳に関しては，これまで散発的に事例が報告されている
程度だったが，2014 年になって，その実態を詳細に検討した研究が報告された 
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(Hewlett and Winn 2014)．この研究によると，世界中のさまざまな民族の社会や文
化について書かれた文献のデータベースであるHuman Relations Area Files (HRAF) 




採集民の行動観察結果から，生後 4 ヶ月くらいまでの乳幼児の 6-8 割がもらい乳を
経験しており，日中の全授乳時間に占めるもらい乳の授乳時間は 15-28%で，祖母や
おばなどの血縁女性が，もらい乳における主な授乳者であることがわかった 
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ないところで育てられた (Fildes 1995) (ちなみに，フローベールの『感情教育』など
をはじめとして，当時書かれた小説には，そうした習慣がしっかり記述されている)．
こうした乳幼児を預かった「乳母」がきちんと乳を出せるという保証はなく，また，
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とえば，Steele et al. 2015)．ほかにも，金銭の授受を伴わないオンラインの母乳共
有コミュニティも存在する (たとえば，Palmquist and Doehler 2016)．こうしてオ
ンラインで売買されるヒトの乳のなかには，微生物や牛乳が混入している製品もあり 
(Keim et al. 2013, 2015)，乳幼児の健康や生存にかえって悪影響を与える恐れもあ
る．売買される乳にせよ共有される乳にせよ，オンラインでやりとりされる母乳の潜
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